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NEWPORT WAVE E-200人工呼吸器
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はじめに

1980年代初頭から発売された NEWPORTE-100 

人工呼吸器は、連続流とリザーパ バッグの

簡単な組合せで、当時主流となりつつあった

デマンドパルプ方式に比較して呼吸仕事室の

少ない自発呼吸環境が得えられる事から、わ

が国の IMV人工呼吸器の代表機種となった。

その後10年間、 自発呼吸を如何に患者の負

担少なく補助できるかが重視される傾向が強

まり、現在は麻酔科医がベッドサイドで麻酔

バッグにより用手的に自発呼吸補助を補助す

る様な PSV: Pressure Support Ventilation 

の臨床的重要性が認織されつつある.一方、

比較的細い気管内チュープの使用が余儀ない

小児患者においてこの PSVは、患者の吸気努

力を軽減させる可能性から成人以上の意義を

持つと考えられる。また、従来から成人領域

で専ら用いられてきた従量式換気法に比較し

同一換気量でも気道内圧を低く保つことが可

能な PCV:PressureControlled Ventilation 

の利点は成人にも認められつつある.

NEWPORT WAVE E-200人工呼吸器は、全年齢

層での PSVと PCVの可能性を追求した機能的

には全く斬新な高機能人工呼吸器でありなが

ら、操作性に関してはアナログダイヤルを主

体としたニューポート E-100シリーズの単純

性と容易性が温存されており、独特のリモー

トアラーム消音機構や予備コンセントを備え

るなど、純日本的な人工呼吸様である。

NEWPORT WAVE E-200の特徴

1) PSVに関して:あらゆる換気様式での自

発呼吸に対し、 PSVが可能であり、しかもそ

のガス流送気制御に学習機能、予測制御理論

を取り入れ、思者の吸気努力が比類を見ない

までに容易である点は、最大の特徴である。

人工呼吸器用としては世界最高速度を誇る

10msec単位で作動する比率制御弁を使用して

いるため、特にバイアス(連続流)を併用し

た場合患者口元の圧変化に対して人工呼吸器

からのガス流が到達するまでの時間を含めた

真の応答時間でさえ 20-30msecと極めて短い。

これは往復3mの呼吸回路を使用した場合、音

速のスピードをもってしでも 10msec を要す

ることを考えると限界に近い応答である.し

かし、この人工呼吸器の開発の初期の段階で

単に応答時間が短いだけでは不十分であるこ

とが判明した.呼吸不全で多呼吸状態にある

態者では、いわば音速の壁に由来する 10-20

msecの応答の遅も制御には相当な影響を及ぼ

す.そこで、熟練した麻酔科医が目と手で感

じた息者の呼吸の信号を巧みに反映させて患

者の自発呼吸の補助を行なう場面を想定した

ソフトウェアの開売に数年が費やされた.

これは患者の呼吸パターンを学習し、ぞれ

に基づいて先回り(予測的)にバッグを押す

(ガス流を制御する)方法であり、この目的

は小児呼吸不全点患者から実際に得られた呼吸

流量曲線データを解析した結果が用いられた.

この独自の学習機能と予測制御理鎗により、

応答時間の遅れが補償できるとともに、患者

の呼気時には人工呼吸著書からのガス流を完全

に止めることが可能となり、呼気低抗も極め

て低く保たれている。結果として気道内圧信

号のみを利用した単純な機構ながら、小児か

ら成人患者まで PSVが応用できる.

2) PCVIこ関して:現在まで PCV(圧制御式

換気)は、肺にやさしい換気法として脆弱な

新生児、小児での中心的な換気法であった.

PSVの導入により成人領減での PCVの利点も

注目されはじめているが、換気量に関する情

報が得難い事からその使用は限られてきた。

しかし、 NEWPORTWAVE E-200は送気量を制御

する方式であることから PCV中の換気量のモ

ニターが可能となり、成人患者での PCVの応

用の可能性が糟大した。

おわりに

この人工呼吸器の特徴は、 自発呼吸の容易

性と、この短論文中には筆が尽くせない穫の

機能が組み込まれているがそれを感じさせな

い操作性にある。現在までに体重 2kg以下の

新生児から 70kgを越す症例を含む約 50例に

使用し極めて満足の行く結果を得ている.



NEWPOIT VENTILATOI 
MODEL E200 
WAVE 

承甥番号29鎗第671号

ご2ーダー~ペシタルーターぞヌ仏E200 、、クzープn

|ニd ートベンチ日一
モデルE200鴨ウェーブ"の誕生/
“小型、高性能、経済的"という基本理念のもとに、 E200には気
道内圧や流量、換気量を実際に量りながら絶えず最適な呼吸波

形を補正してゆく、予測制御が導入されました。

より患者さんに対して充分な配躍を備えた呼吸器をっくりあげ

ました。

4
引
引
引
田
印
刷
曲
目
町
田
曲

一M
M酪
回
目
羽
田
拍

M
輔
副

3
叫
お
り

η引
乃
的
計
め
り
則

一
目
指
怖
例
仰
同
情
同
倒
防
M

2
fしドト

仁

町

1
2
8
5
2
8
2

一問

mお
冊
目
白
川
例
制
田
町
岡
田

・
剛
a
L

・』・』・』・
L

・L・L・L・L・』目』

【

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

E
T
T
T
T
T
T
T
T
Y
T
Y
 

湛都
6

阪
帽
台
玉
川
鹿
戸
州

京
叩

zm古

官
黒
字
部
大
札
仙
埼
神
高
神
丸
田

瞳

牡

曾

楠
京

本

車

撞

{高!


